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しかし，この反応マスのARC測定結果からは，図2に示

すように110℃では既に自己分解して発熱し，断熱下では

4時間程度で暴走に至る可能性があることが分かります．こ

の点では後処理温度は下げるべきと判断されます．

まとめ
上述の例のように，先ず各単位工程の安全範囲を明らかに

した上で，プロセス全体の合理性を追求することが今後益々

重要になってくるものと思われます．

はじめに
化学工業や製薬業など，化学物質を扱う業種は勿論，近

年は環境対策としての資源リサイクルの開発が活発化する

と共に，新たな潜在危険要因も増大しているように思われ

ます．それに伴って危険性評価も従来のピンポイント型か

ら，より多角的な視点での評価が求められています．

ここでは，反応を伴うプロセスの危険性評価について，特

に熱に着目した各試験法の特徴と，その事例を紹介します．

主な試験法
表1に試験目的と特徴をまとめました．

反応熱の測定では経時的な熱変化を追跡しますので，反

応速度も分かります．従って未知反応の最適条件を探るの

にも役立ちます．2成分系の均一反応であればC－80でも

簡便にこれらの情報が得られます．

一方，熱安定性試験では色々な状況を想定した試験がで

きますが，一般には反応後のマスを蒸留または濃縮，乾燥

を経て製品を得ますので，先ずはDSCやARCにより，各工

程の加熱限界を知ることから始めます．また加熱設備の保

温剤にしみ込んだ熱媒の発火や，設備損傷による複数物質

の混触など，不慮の事態を想定した試験もSITやC－80に

より実施できます．

具体例
図1はあるニトロ化反応を110℃で実施した場合のRC－

1による発熱挙動です．この図より110℃では反応速度が遅

いため，原料の滴下が終了した後も安全上問題となる大きな

残留発熱があることが分かります．その点に関する限りこの

反応はもっと高い温度で行う方がよいと考えられます．
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図1  RC－1による，あるニトロ化の反応熱測定（110℃）

図2  反応マスの自己発熱速度とTMR（暴走までの残り時間）
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表1  主な熱的評価法の比較


